早良区第二障がい者
基幹相談支援センター
　　　　　　センター長　常安　栄

「早良区第二障がい者基幹相談支援センター」を福岡市より受託運営し四年目を迎えました。その役割としては、
一．小学生以上の知的、精神、身体、発達障がい、難病その他生活のしづらさを抱える方及びその家族の相談支援に応じること、
二．地域の様々なネットワークと連携し、福祉サービスや地域の社会資源を活用した支援を提供すること
三．成年後見制度の利用や、虐待防止、差別の解消等の権利擁護のための必要な支援を行うこと
等があります。
相談支援においては、それまでの障がい種別の違いや児童と成人の区別の無い「地域の一次相談窓口」として、様々な相談に応じています。令和二年三月までの三年間で、三百四十一人の相談を受けています。
最近は、発達障がい、精神障がいのある当事者や家族からの相談が増え、六十％を超えています。
児童では、不登校の背景に発達障がいがある場合も多く、ご家族の障がい特性の理解と、教育、医療、福祉との連携を進めて行く必要があります。また、子育てや生活困窮に問題を抱える家庭も多く、令和二年度からは、早良区の要保護児童支援地域協議会にも参加することとなりました。
８０５０問題にみられる親の高齢化により残される五十歳代のひきこもり当事者や家族の抱える生活困難の相談も増えています。当事者が発達障がいや精神障がいを抱えている場合も多いのですが、障がいの有無が不明であったり、障がいがあると思われてもご本人の「障がいの認識」が無いこともあり、支援のきっかけづくりに多くの困難を抱えている状況です。
各小学校区の民生委員、人尊協・社会福祉協議会から「障がいの理解」や「障がい者差別」等についての講話依頼も増え、地域との関係も深まってきています。	Comment by 栄 常安: ・要保護児童支援地域協議会
・特別支援教育連携協議会
・SSW
・触法障がい
・精神障がい支援増加
・8050問題　地域ネットワーク
・場所の問題
・コロナ渦での問題

「障がい者の地域生活支援拠点整備」を担う中核センターとして、生きづらさを抱える障がいのある方や家族が安心して「地域で暮らす」ことができるよう、地域福祉の担い手である社会福祉協議会や民生委員等の方々や、高齢者福祉、医療、教育、行政等と一層の連携を深めて行きたいと考えています。

